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1 脱窓の最終生成物である N2ガスを大気組成の78%を占める N2ガスとi法別して測定するこ
とが間雑であること。































に4mx4mのプロットを用意し，土壌深度30cm閥(悶③)， 50cm摺(1可窃)， 70cmJ~ (悶⑤)， 
































































2 : J誕祭菌にとって好濯な繊度， pH条件が布在すること











で、の地12は土壌深度10cl1}i'&で13.6~22. 30C， 30cl11/í'& で12.7~21SC ， 100cI11闘で'1l .6~19.40Cで








だとされている九嫌気的条件が進行するにつれ N03 →N2，Mn4十叶 Mn2+，Fe3.j→Fezふ，
S04ト→ HzSの瓶に還元反応がおこっていく 8)。すなわち嫌気的条件下の土壌裕液中では，まず





地下水は 4lを探水した。それに KOHを加え，サンプlレ中の NI-V'を除去しながらローグリー






製作所製 HlC自 6A)で求めた。総有機態炭紫濃度は全有機炭紫計(島津製作所 TOC-5000) 
を用いて不開発有.機態炭紫測定法 (NPOC法)で測定した。 Mn，Fe濃度については ICPプラ
ズマ発光法 (SEIKOInductively Coupled Plasma Atomic Emission Spectrometer SPS 
1500VR) で測定したが，これは全 Mn，Fe濃度であり，数総類のイオン価の Mn，Feが含ま
れている。土犠仁科の Mnは2+，3+， 44であるが，3+， 4-'のMnは不静化してしまうので土壌溶
液中には容在せず¥今関測定した Mnは Mn引と考・えてよいo Fe濃度は検出限界以下










治存有機態炭議については(関 3) 淡 1 pH 
どの地点，深度でも有機態政策はかな May. 28 JUl1目 21 ]un. 25 ]ul. 9 Au必 5
りの濃度で常に存在した。よって有機 -]un. 21 -Jun. 25 時Jul.9 -Aug.5 -S思p.14 
i選炭紫濃度がj悦認の規定謀関とは考え J体外線 5.81 5.88 4.51 5‘71 5.14 
られない。日出平1)により指摘された
林1ヨI'm 5.14 6.01 4.63 6.17 6.04 
30cm約 6.:18 6.23 6.62 串 6.45 
溺71立での有機態民衆濃度の概端iな増大 50cmM'i 6.58 6.29 6.76 6‘90 6.75 
はみられなかった。 70cml後 6.84 6.13 6.78 7.34 6.89 
また pHについては(淡1)，土壌 地下水 6.45 6.64 6.80 6.1:3 6.12 
主泊 水 6.07 6.49 5.85 6.15 6.07 
i務液中ではほとんど pH6以上を保つ 渓流水 6.73 6.40 6.45 6.74 6.82 
ていたので，脱鐙を制限することは考 中はデー ター なし
えられない。
嫌気的条件の指標として測定した蹄 表2 ニi二機溶液中の浴彩院主主総泌皮 (p附)
存酸 については(袋 2)，30cm May. 28 Jun.21 Jun. 25 .Tul. 9 Aug.5 
(平均8.8p担1)>50cm}欝 (4.3)>70cm}欝 ゴul1.21 時.TUl1.25 時Jul.9 …Aug. 5 -Sep. 14 
(1. 3) >地下水}~j (1. 29) となってい 30cml¥I' 10.0 10.0 10.1 8.5 5.4 
50cml後 時g 4.3 4.2 3.9 4.9 た。しかし，先に記した通り I~窓が超 70cml¥'i! 1.7 0.8 0.6 1.1 2.2 
きるi容存酸紫濃度が0.12ppm以下で 地下水 * 串 * 1‘6 0.8 
あることを考えると，十分に嫌気的で i'fJ水 串 5.1 5.8 8.7 8.8 
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局所的な嫌気的状態が生じていると考えなければならない。
井戸の水伎によって求められた最高地下水位の変動は(闘の梅雨時の5/28~6/21 ， 6/21~ 
6/25に最潟f簡をとった。このことから，この期間中は土壌合水療が潟く，嫌気的条件が整う可能
性があった。なお滋鈎県気象月報9)からの降水のデーターによると， 5/28"--6/21の34日間で降水
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は減少し， ~5N03-N 1誌は-5.79%0から-2.35%0，十 o 0.2 0.4ω0.8 1 1.2 1.4 1.6 



































0.2 0.3 0.4 
N03-N/Cl 
5/28~6/21の地下水はデ…タ



















0.6 0.5 0.2 0.1 
司6
O 





が硝化により増大し，それにともない OI5NOs-N1肢は減少した。そして， 50， 70cmJ爵と浸透す
るにつれ硝酸態議議/犠紫比は減少し， δ!5N03…N艇は増大した。つまり30cm/i脅から70cm鴎では
j悦窺が起きていたと王寺えられる o 特に 50cml弱から 70cm隠への liì~搬態議紫/:臨紫上むの減少と
&5N03-N 織の増大は顕著であった。轍物がli肉眼態宣言識を吸収するi擦には向位体効果は起きない
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Resumε 
The nitrogen isotopic method was applied to demonstrate that denitrザicatiol1occurs in 
Kiryu watershed. Nitrate concentration and isotopic composition (o'15NOs-N) in the soil 
solution was measured. Under anaerobic conditions; after heavy rains， increases in 
Ql5NOs-N values correlated to decreases in nitrate concentration were observed at the 
depth of 50 and 70 cm. Under aerobic conditions such changes were not observed. These 
results suggest that denitrification occur at these depths only under anaerobic conditions. 
A model is proposed to explain the dynamics of soil solution thr・oughthe variations of. 
nitrate concentration and Ql5NOs-N values which are affected by plant uptake， mixing， 
nitrification and denitrification. 
